
 

 

 

 

 

2023年度 昭和大学 Ⅱ期  
【 講 評 】 

 文法問題１題と長文問題２題の構成はⅠ期および昨年度と同じ。また、Ⅰ期より易化した点も昨年度と同じである。

長文の文章量に大きな変化はないが、設問の量が減少している。迷うような問題もないので、英語は短時間で高得点

を確保し、数学勝負ということになるだろう。[１]は４択式の文法・語彙問題。レベルはやや易～標準。基本問題なか

りなので取りこぼしのないようにしたい。[２]は「バイリンガルの子ども」に関する長文読解問題。レベルはやや易～

標準。記述問題は引用符の意味を問うというやや珍しい問題ではあるものの、引用符の意味をしっかりと学習してい

れば難しい問題ではない。[３]は「上手に遊ぶことが子どもの精神面の問題を解決する」と言う内容の長文読解問題。

レベルはやや易～標準。こちらも解答に悩む問題はない。和訳問題も基本レベルなので完璧に仕上げたい。 

 

【 解 答 ・ 解 説 】 

[１] 

1.  D  care 

「クラスメイトの中には、僕が眼鏡をかけているという理由でからかう子もいるけど、僕は気にしていない」 

・care O「Oを気にする」 

2.  D let alone 

「その赤ちゃんはまだお座りもできないし、立つことなんてなおさらできない」」 

・let alone …「(否定文を受けて)…なんてなおさら（～ない）」 

3.  B revealed 

「首相は私たちに国が深刻な財政危機に瀕していると漏らした」 

・reveal to A that SV…「Aに…を漏らす（知らせる）」 

4.  D to have been painted 

「この肖像画は 19世紀に描かれたと言われている」 

・It is said that this portrait was painted in the nineteenth century.と書き換えられる。 

5.  B must have 

「何かあったに違いない。そうでなければ今頃には彼女はここにいるだろう」 

・must have done「…したに違いない」 

6.  C  off 

「地震のために彼らは伊豆旅行を中止した」 

・call off O「Oを中止する」＝cancel O 

7.  A  at 

「人にじろじろ見られるのが好きではない」 

・stare at A「Aをじろじろ見る」 

8.  A walk 

「彼は車で送ってくれると言ったが、歩きたいと彼に伝えた」 
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・would rather do「…したい」 

9.  A charged 

「冷蔵庫の修理で、彼らは私に１万円請求した」 

・charge O1 O2「O1に O2を請求する」 

10. D with 

「彼は仕事であらゆるタイプの人に対応することに慣れている」 

・deal with A「Aに対処する」 

11. D deprived 

「非常に貧しい地域に住む人たちは、基本的な権利すら奪われている」 

・deprive A of B「Aから Bを奪う」 

12. A could have survived 

「シートベルトをしてさえいれば、彼はあの交通事故で生き延びることができたのに」 

・仮定法過去完了 

13. D short 

「5階まで階段を駆け上ったので、彼は息を切らした」 

・short of breath「息を切らして」 

14. D stuck 

「男性：遅れてすいません。交通渋滞につかまってしまいました」 

「女性：大丈夫ですよ」 

・get stuck in traffic「交通渋滞につかまる」 

15. A Pretty good! 

「男性：調子はどう」 

「女性：最高よ」 

・pretty good「とてもよい」 

 

[２] 

1.  

(A) ア. some 

・空所(A)に後続する文の主語が othersなので、空所に someを入れると「…な子どももいるし、～な子ど

ももいる」となって文脈に合う。 

(B) エ. whereas 

・空所(B)を含む文は、「（B）後になって別の言語を学ぶ人は『後続性バイリンガル』と呼ばれる」と言う意

味。直前の文が「幼い時に複数言語を学ぶ子どもは『同時性バイリンガル』と呼ばれる」という意味。した

がって、空所に対比を表す「一方で」の意味の接続詞 whereasを入れると文脈に合う。 

(C) ア. either 

・空所に not…either A「どちらの A も…ない」の意味の either を入れると、空所(C)を含む文は「子ども

たちは混乱し、どちらの言語もきちんと学べないと彼らは心配する」となって文脈に合う。 

(D) ウ. however 



 

 

・空所(D)を含む文は「（D）学問上のやりとりで必要な言語は…ということは一般的に意見が一致している」

と言う意味。直前の文は「その定義のいくつかの側面はまだ議論の余地がある」と言う意味なので、空所に

逆接の howeverを入れると文脈に合う。 

(E) イ. for 

・strive for A「Aを目指して励む」 

2. エ.「子どもが BICSだけでなく CALPも習得したという誤解」 

・下線部を含む文は「この(This)ために、教師たちは学業における問題が言語能力の欠如のためでなく他の

原因にあると思い込んでしまう」という意味。直前の文で「このため（＝学校での生活を通じて BICSを習

得するため）生徒は第２言語が『流ちょう』だと認識されてしまう」という意味。「流ちょうな」の意味の

fluent に引用符が付いているのは、「本来は流ちょうではないのに流ちょうだと勘違いされる」ということ

を示唆している。したがって、エが正解。 

3. イ. immersed 

・submergeは通常「…を水浸しにする、水没させる」という意味。ここでは、比喩的な意味であることを示

唆する引用符を付けて「第２言語に没頭させる」という意味で用いられている。したがって、「…を完全に

浸す、没頭させる」の意味の immerseが同義語となる。 

４.「子どもが第 2 言語の習得で行き詰った場合、家庭でも第２言語を使用するように専門家は提案するが、

その解決策が誤りであるため。」（60字） 

・引用符は皮肉や比喩の意味などが込められており、その語句・表現の意味が一般的な定義と異なることを示 

す。ここでは、「解決策」が実際には「解決策ではない」と筆者が考えていることを表している。 

 

[３] 

1. 

(A)  ア true 

・hold true「当てはまる」 

(B)  ウ in which 

・casesを先行詞とする関係詞節。空所に続く文がいわゆる完全文であることに着目する。 

(C)  エ through 

・get O through「O(人)に困難を克服させる」 

(D)  ウ including 

・including A「Aを含めて、たとえば Aなど」 

(E)  イ as 

・「理由」を表す接続詞 as 

2.  ウ inclined 

・be likely to do「…する可能性が高い、…しがちである」 

・be inclined to do「…する傾向がある」 

3.「人とのつながりが良好なほど、精神面の健康状態がより良好になる傾向があるという十分な証拠がすでに

ある」 

・evidence that…「…という証拠」同格の接続詞 that 

・〈the＋比較級 SV…, the＋比較級 SV～〉「…すればするほどますます～」 

4.  (う) 



 

 

 ・挿入する文は「これは、子どもたちは友達と遊ぶことで問題解決をし、予想外の課題と向き合い、それによ

って低持続性の問題に直接取り組むことになるからだろう」という意味。[10]段落は「低持続性の子どもたち

の中で友達と遊ぶのが上手な子どもは精神的な問題を抱えにくい」という趣旨。挿入する文がこの理由に当た

ると判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 


